
（単位：百万円）

Ｒ２年度
(A)

Ｒ１年度
(B)

比較増減
(A-B)

1 20,119 19,157 962

2 16,407 16,532 ▲ 125

3 入院収益 11,537 11,459 78 患者数▲13,414人、単価+5,908円／人

4 外来収益 3,794 3,962 ▲ 168 患者数▲20,994人、単価+808円／人

5 その他医業収益 1,076 1,110 ▲ 34

6 3,397 2,625 772

7 315 0 315

8 20,120 19,708 412

9 18,178 18,292 ▲ 114

10 給与費 9,564 9,453 111

11 うち引当金 932 962 ▲ 30

12 材料費 4,129 4,111 18 薬品費+20

13 経費 3,100 3,214 ▲ 114 報償費▲83、委託料+32

14 減価償却費 1,309 1,371 ▲ 62

15 その他医業費用 76 144 ▲ 68

16 1,434 1,415 19

17 508 0 508

18 192 ▲ 551 743 (2行目＋6行目)－(9行目＋16行目)

19 ▲ 1 ▲ 551 550 1行目－8行目

20 587 180 407

21 21,323 21,322 1

Ｒ２年度
(A)

Ｒ１年度
(B)

比較増減
(A-B)

22 2,169 2,692 ▲ 523

23 3,125 3,623 ▲ 498

24 ▲ 956 ▲ 931 ▲ 25 22行目－23行目

Ｒ２年度
(A)

Ｒ１年度
(B)

比較増減
(A-B)

25  単年度資金収支 ▲ 369 ▲ 751 382 20行目＋24行目

　注)　百万円未満の端数の関係で、本表上での縦の合計が一致しない場合がある。

【令和２年度中央病院決算状況】

 資本的収入 企業債405(▲841)
補助金298(+281)

【収益的収支】 備　　考（主なもの）

 総　収　益

 医業収益

 医業外収益

 医業外費用

 特別損失

 純　損　益

 償却前損益

 特別利益

 総　費　用

 医業費用

 累積欠損金

給料・手当+357、賃金▲392(皆減)、報酬+172
※会計年度任用職員制度開始に伴う支出科目変更、診
療応援支出科目変更（報償費→報酬）

控除対象外消費税+67、企業債償還利息▲32

 経常損益

(注)平成25年度以前の企業債償還に充てるための一般
会計繰入金22,101百万円を出資金として扱っていたこ
とによる影響

【資本的収支】

 資本的収支不足額

【単年度資金収支】

 資本的支出
建設改良費714(▲549)
（改良290(▲706)、資産購入424(+157)）
企業債償還2,411(+52)

室料差額収益▲22、文書料▲7

建物+56、器械備品▲116

新型コロナ慰労金+315、医師時間外手当追給+180、出
産入院時の消費税返金+13

備　　考（主なもの）

備　　考（主なもの）

他会計補助金等［新型コロナ関連補助金+635］、一般
会計負担金［特殊医療負担金+153、企業債利息▲22]

新型コロナ慰労金+315



（単位：百万円）

期　末 期　首 比較増減

26  固定資産 22,454 23,142 ▲ 688

27  流動資産 3,925 4,347 ▲ 422

28 949 1,626 ▲ 677

29  資産合計 26,378 27,490 ▲ 1,112

30  固定負債 15,749 17,733 ▲ 1,984

31  流動負債 4,440 4,494 ▲ 54

32  繰延収益 4,544 3,616 928

33  負債合計 24,733 25,843 ▲ 1,110

34  資本金 22,101 22,101 0

35  剰余金 ▲ 20,456 ▲ 20,454 ▲ 2

36  資本合計 1,645 1,647 ▲ 2

37  負債・資本合計 26,378 27,490 ▲ 1,112
　注)　百万円未満の端数の関係で、本表上での縦の合計が一致しない場合がある。

【比較貸借対照表】 備　　考（主なもの）

うち現金預金

未払金の減

平成25年度以前の出資金

長期前受金の増

減価償却による減等

企業債の減

R2期末の実質的残高は1,257百万円
(R2年度末コロナ関連補助金の未収金等があるため)


